
令和３年度　大田区立東蒲中学校　自己評価　報告書
令和4年3月1日

○　本校の概要

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回
以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働き
かけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、
組織的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施
せず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員（全学級）で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。
３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上の教員で行った。
２：６０％以上の教員で行った。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
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４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を工
夫している先生が多い」「学校の施設・設備
は十分整っている」の問いに対して、肯定的
評価の割合が８０％以上である。

１：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を詳しく
保護者に伝えている」「学校は、地域の力を子ど
もたちの教育活動に生かしている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が６０％未満である。

4
4

4
4

4
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今年度
昨年度

4
3

未来社会を創造的に生きる子どもの育成
において、外国語教育指導員、理数教
育、ＩＣＴの活用、人権教育、体力の向
上、言語活動の充実の推進に向けた取
組で、教員の評価はよい結果が出た。ＩＣ
Ｔ活用に関しては、すべての教員が研修
を経て機材を使いこなすようになった。し
かし、生徒への「タブレットなどICTを活用
した授業が多い」で肯定的回答は６５％と
生徒との思いに差が出た。また道徳の授
業を通して人権教育を学年でどのように
進行させるか相談しながら行うことができ
ている。今年度はコロナに関する差別や
運動会で失敗をした時にどのようにふる
まうかなど時期に合った指導ができた。Ａ
ＬＴを活用した授業で、外国の方とのコ
ミュニケーション能力の育成を図った。自
分の考えを発表する機会は工夫をしなが
ら可能か場面で実施した。体力面ではマ
スクを外しできることが限られ、充分に体
力の向上に向けた取り組みはできなかっ
た。コロナの状況を踏まえながら、今後も
よりコミュニケーションをとりながら話し合
い活動を充実させ、問題解決が図れるよ
うな授業を実施する必要がある。

今年度
昨年度

4
4

4
4

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え方
が丁寧で、わかりやすい授業が多いようだ」
の問いに対して、肯定的評価の割合が６０％
未満である。

4
4

4
4

4
4

3
3
4
4
3
4
3
4

4
3

4
3

4
新

１　学校規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　特色ある教育活動
（１）生徒数　４２７名（第１学年１３１名、第２学年１３５名、第３学年１６３名）　　　　　「自他共に大切にし、学ぶ意欲を育てる東蒲中」
（２）学級数　１３学級（SR教室拠点校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）豊かな人間性を育てる・・小中一貫で生活スタンダードに取り組み、規範意識
を育成する。
（３）教員数　２９名（男性１６名、女性１３名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（２）学ぶ意欲を育てる・・・・興味関心を高める指導の工夫をし、分かる授業実践を
する。

目標に対する成果指標

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケーショ
ン能力、情報活
用能力、ともに
生きる力等、こ
れからの社会
の変化にしなや
かに対応する
子どもの力と自
信を身に付けま
す。

話合いや教え合い活動など言語活動の充実に取り組
んでいる。

1

Ｂ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都及び区の資
料を活用した授業等を行う等道徳指導充実のための取組を
行う。

スポーツに親し
む心の育成や、
運動習慣の定
着による体力
の向上など、生
涯にわたって健
康増進を図る
意識の向上を
めざします。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通して、児童・生徒や
保護者に対し、望ましい生活習慣についての意識啓発を行う。

Ａ

Ａ

B

算数・数学到達度をステップ学習チェックシートで児
童・生徒、保護者に知らせる。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充実し
ている」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校は部活
動の活性化を図り、生徒の健全育成に努めてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が６３％
以上である。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習を実
施する。

給食指導及び教科等における指導を通して、食生活
の充実・改善をねらいとした「食育」を推進する。

Ａ

4
4

Ｂ

１：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言って
いる」の問いに対して、肯定的評価の割合が
６５％未満である。

２：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言って
いる」の問いに対して、肯定的評価の割合が
６５％以上である。

３：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言って
いる」の問いに対して、肯定的評価の割合が
７５％以上である。

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

成果
評価

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒が安
全・安心に学校
生活を送るため
に、教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひとりの
学習のつまずきや学習方法について、指導する。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

大項目 取組内容

子ども一人一
人の正義感や
自己肯定感、
自己有用感な
どを高めるとと
もに、自他の生
命を尊重する
心を育成するな
ど、未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

学校関係者記入欄

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よりストレ
ス症状のみられる児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割な
どを明確にし、
地域に開かれ
た教育の実現
を目指します。
また、相互の連
携を深め、子ど
もを育てる仕組
みを作ります。

4
3

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力を生
かした特色ある教育活動を実践する。

B

保護者の相談等にていねいに対応し、保護者からの
理解と信頼を得ている。

４：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を詳しく
保護者に伝えている」「学校は、地域の力を子ど
もたちの教育活動に生かしている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が８０％以上である。
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２：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を詳しく
保護者に伝えている」「学校は、地域の力を子ど
もたちの教育活動に生かしている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が６０％以上である。

2

Ｃ

4
4

4
4

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任教諭が
助言・支援を行う校内研修等を実施しOJTを充実させ
る。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変容等の
具体的な資料を作成して、評価に必要な学校の情報を
適切に提供し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情報、
児童・生徒の活動情報等をホームページ等で公開及
び更新することにより、積極的に情報を発信する。

Ｃ

Ｄ

校内委員会等を確実に実施し、学校における特別支
援教育を推進する。

4
4

4
4

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おおたのも
のづくり」を生かした体験活動や理数授業等を実施す
る。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指し、人
権教育資料等を活用した授業を実施する。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え方
が丁寧で、わかりやすい授業が多いようだ」
の問いに対して、肯定的評価の割合が６０％
以上である。

7

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え方
が丁寧で、わかりやすい授業が多いようだ」
の問いに対して、肯定的評価の割合が７０％
以上である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「先生は、勉強につ
いての質問や疑問に丁寧に対応してくれ
る」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業は教え方
が丁寧で、わかりやすい授業が多いようだ」
の問いに対して、肯定的評価の割合が８０％
以上である。

4
4

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の充実により、社
会のルールや学校のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

5

４：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の雰囲気
は明るく、子どもたちも生き生きと活動してい
る」「子どもは東蒲中の生活が楽しいと言って
いる」の問いに対して、肯定的評価の割合が
８５％以上である。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり取
り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習を
しっかりしている」「授業はわかりやすく丁寧
である」の問いに対して、肯定的評価の割合
が６０％未満である。

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充実し
ている」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校は部活
動の活性化を図り、生徒の健全育成に努めてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が８３％
以上である。

評価規準を明確化や評定資料の工夫などを通して、
信頼性と妥当性のある評価・評定に取り組んでいる。

7

Ｄ

目標 取組指標

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機器を
活用した授業を実施する。

児童・生徒一人
一人の学ぶ意
欲を高め、確か
な学力を定着さ
せます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の方々と
のコミュニケーション能力の育成等を図っている。

これまでの取組
今後の改善策

4
3

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然防
止、早期発見等のための取組を実施する。

三者面談時に学習カルテを配付し、学習カ
ウンセリングを実施した。区学習効果測定や
教科評定及び数学チェックシート等を資料と
して個に応じたアドバイスを行っている。生徒
への「授業にしっかり取り組んでいる」の問い
で、肯定的評価の割合が９２％であった。「家
庭で宿題、予習・復習をしっかりしている」の
問いで、肯定的評価の割合が７５％で、家庭
学習をさらに推進する必要がある。　「授業
はわかりやすく丁寧である」の問いに対する
肯定的評価は、８５％である。ICT機器の活
用は各教師が研修を深め、ICT機器を活用し
た授業実践が行えた。学習効果測定の全校
平均正答率は前年度より６２．３％となり、今
年度の目標である６０％を上回った。評価･
評定に関しては今年度から新指導要領に
則ったものになり、生徒への「各教科の成績
や評価の方法を説明されたか」で肯定的回
答は９３％となった。今後も信頼される評価･
評定になるよう研修を進めていく。さらに授
業改善に向けた研修と家庭学習定着に向け
た取組を継続し、基礎・基本的学力のさらな
る定着を図る。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり取
り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習を
しっかりしている」「授業はわかりやすく丁寧
である」の問いに対して、肯定的評価の割合
が６０％以上である。

ＱＵの活用に関する研修会をもとに、個人面談を実施
する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒に関
するケース会議等を実施する。

小中一貫した授業改善プランを作成し、日々の授業
に生かし、小中一貫教育を推進する。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に生
かす。

部活動の活性化を図り、生徒の体力向上・健全育成
に努める。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機会を通
して運動習慣の確立を推進する。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身の授
業改善に生かす。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充実し
ている」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校は部活
動の活性化を図り、生徒の健全育成に努めてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が６３％
未満である。

早寝･早起き・朝ご飯について給食だ
よりや学年だよりなどを活用し定期的
に啓発活動ができた。また、給食の残
菜調査では残菜が全体量の１０％以
下となっており残菜が少ないよい状況
が続いている。生徒への「給食は工夫
されていておいしい」の肯定的回答は
８６％と高い数値になっている。今年
度は運動会を５月に実施でき、種目は
制限されたが生徒にとっては運動の
大切さを知った行事となった。今後も
基本的生活習慣の定着・促進ととも
に、補強トレーニングや一校一取組に
全教員が関わることを通してさらなる
健康・体力向上を図る。

「わかりやすく丁寧な授業が多い」と
肯定的回答した生徒は、８５％となっ
た。今後も生徒の学力向上を重要課
題ととらえ、区学習効果測定及び国・
都の学力調査の結果を分析し、各教
科の年間指導計画・評価評定基準を
厳しく見直すとともに、新しい学習指
導要領実施に向け主体的、対話的、
深い学びを目指したさらなる授業改
善に務める。
「タブレットやICTを活用した授業が
多い」と肯定的回答をした生徒は６
４％となった。今後の課題となった。
補習教室のべ１５８５人、土曜補習
教室のべ１８２名の参加があった。
今後も個に応じた学習環境が提供で
きるよう努めていく。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「部活動は楽しく充実し
ている」、保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校は部活
動の活性化を図り、生徒の健全育成に努めてい
る」の問いに対して、肯定的評価の割合が７３％
以上である。

３：保護者ｱﾝｹｰﾄにおいて、「学校の様子を詳しく
保護者に伝えている」「学校は、地域の力を子ど
もたちの教育活動に生かしている」の問いに対し
て、肯定的評価の割合が７０％以上である。

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を工
夫している先生が多い」「学校の施設・設備
は十分整っている」の問いに対して、肯定的
評価の割合が７０％以上である。

１：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を工
夫している先生が多い」「学校の施設・設備
は十分整っている」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％未満である。

２：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「教材や教え方を工
夫している先生が多い」「学校の施設・設備
は十分整っている」の問いに対して、肯定的
評価の割合が６０％以上である。

Hyper・Q-Uで「勉強や運動等で友人
から認められていると思う。」での肯定
的な回答が60％以上となった。これは
全国平均を上回っている。６月と比較
すると３年は６．８ポイント、１年は６．２
ポイント上回った。２年は－９．２ポイ
ント下がった。各学年自尊感情を高め
る結果を得ることができた。さらに、学
校生活調査とともにＱ‐Ｕ調査を分析
することによって、諸問題を抱える生
徒への個別の支援を行った。「先生
は、相談事や悩み事について親切に
応じてくれる」の質問で肯定的な回答
をした生徒は７６％となった。今後も個
別の対応を行うと友に、集団の質を高
める取組を継続していく。
不登校生徒（欠席数３０日以上）出現
率は３．７％で微増している。都と比較
して同程度の数値になっている。今後
も教育的予防に重点をおき、学校組
織全体で不登校傾向を示す生徒への
早期対応と相談体制の充実を図る。

・高く評価できるがあえて付け加えると、地
域との関わりをもう少しできないだろうか？
状況的には難しいが地域の有識者と共に模
索してほしい。
・コロナ禍で学校運営が大変な中、運動会
や修学旅行等の中学校目玉事業を実施し
ていただき、大変感謝しています、
・指定区域外からの生徒が多いことも、学校
評価が高いことと思います、
・今後も学校・PTA・地域一帯でよろしくお願
いします。
・ここ２年にわたりコロナ禍での学校運営は
とても大変であったと思います。感染症対策
の影響を受けている中で、情報発信を適格
に実施いただくようお願いしたい。教員室ま
とまってさらに子どもたちのために頑張ってく
ださい。
・地域一体×

・人として大切な学びは中学時代にお
いて、自分、そして他人それぞれ大切
にすることを考えている。これは、正
義感、自己肯定感、自己有用間がで
き土にもつことで示される。これが評
価されている。
・指定間の信頼は大切です。７６％の
肯定的な回答が得られたことはまず
はよかったですね。プラン1にも関わる
ことですが生徒の言葉を傾聴し、共感
できるところから諸問題は解けていく
のではないでしょうか。不登校生徒へ
の働きかけも先生だけでなく学友にも
考えていただいてみてください。もっと
も、不登校生徒自身の身体的、病状
的な条件もあるかもしれませんがね。
・日頃、生徒たちの落ち着き等を見て
いる中で、学校としての落ち着きが理
解できる。今後も適切な対応を期待す
る。

・昨年度より1項目下がった。改善され
ることを期待します。
・食育は大切です。『生きる』基本です
から。他の命をいただくという道理を
わきまえることですからね。
・従来より本校の部活動は活発であ
ると理解している。より充実した学校
生活が送れるよう指導よろしくお願い
します。

・今年度このプランだけマイナス方向
にある。タブレット、ICTはあくまで手段
である。目標、目的が明確かつ指導
者が使いこなすことが肝要と考えてい
る。忙しいと思いますが改善を期待し
ます。
・補習は何回実施ですか→毎週火・
木と年会7回の土曜補習があります。
・苦手や嫌い科目を克服しようとして
参加する生徒さんがより意欲的にな
るような興味をもてるような機会にし
たいですね。
・今年度の評価が「３」の７０％以上で
これまでの取組でわかりやすく定年と
肯定した生徒が８５％となったとある。
意味がわからないが、補習教室への
参加生徒が１５８５人という数字は何
を意味しているのかと思います。

3
4

1

学校支援地域本部と緊密な協力体制を
構築し、今年度も年間をとおして土曜日
補習２名の学習指導講師を手配や英
語、漢字検定のボランティアなど様々な
教育活動に援助をしていただいた。土曜
補習教室へののべ参加生徒数は１9０名
程度である。今年度もボランティア活動
が実施できなかった。今後も引き続き地
域力を生かした教育環境整備を図るとと
もに、ＰＴＡや地域教育連絡協議会・学校
支援地域本部との連携をさらに深めてい
く。
「学校は教育活動の様子をよく伝えてい
る」の保護者への質問には、肯定的回答
は８７％と昨年度から４ポイント上昇し
た。家庭の意識変革を啓発するために、
今後も生徒を通して学校からの情報が確
実に家庭に届く方策を行っていく。

Ｄ
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Ｂ 1

3
4

4
4

４：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり取
り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習を
しっかりしている」「授業はわかりやすく丁寧
である」の問いに対して、肯定的評価の割合
が８０％以上である。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を作成し、計画に基づ
いた体育指導や「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

Ａ

３：生徒ｱﾝｹｰﾄにおいて、「授業にしっかり取
り組んでいる」「家庭で宿題、予習・復習を
しっかりしている」「授業はわかりやすく丁寧
である」の問いに対して、肯定的評価の割合
が７０％以上である。

・先の見えない状況であり、どのよう
な大人も確実、正確な未来を予想で
きない。この状況では、こどもの一人
一人が自ら考え、しなやかに対応す
ることが最重要と考える。この点、昨
年度より評価されていることを高く評
価する。
・コロナ禍の内でコミュニケーションを
取ることへの努力は大変であったと推
察します。ありがとうございます。取組
ができなかったことへの今後の方策
はどのようなものでしょうか。何でもコ
ロナ禍の所為にすることなく創意工夫
で乗り切ってください。会話だけでなく
手紙とか絵とか、気がかりなのは須
磨掘りようですが…
・生徒から肯定的な評価が得られて
いることは、何よりで引き続き丁寧な
指導をお願いしたい。

4
3

Ｃ

・高レベルにあると考えると、一項目
で昨年度を下回った。この点を改善し
てほしく厳しく評価した。
・学力効果測定の平均正答率目標を
もう少し上に設定してはどうでしょう
か。力は十分あるのでは。

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ａ 6
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